平成２５年度　第５回がまごおり協働まちづくり会議要旨
議題
（1） 平成２５年度協働モデル事業の状況について

　　○　モデル事業を楽笑に委託業務として発注したことを報告。
　　○　事業実施内容を仕様書により説明。

　　○　事業の今後のスケジュールと現在の状況を資料により説明。
　　○　モデル事業に関する委員意見等。
　　　・　勉強会の参加者は広く募集すべき。

　　　・　今回生産した花苗の利用計画をどう考えているのか。

　　　　→６０周年記念式典会場での装飾を考えている。（事務局）
　　　・　多世代への広がりが必要。

・　様々な世代を活動にどう取り込むかを考える必要がある。

・　事業の実績を市民にどのように周知するか、事業の見える化が課題。

　　　・　事業を今後どう展開していくのか。

　　　　→４月以降の体制は今回の委託事業の報告により調整する必要がある。（事務局）

（結果）

○　事業の進捗状況を随時まちづくり会議に報告する。

（2） 市民と行政の意見交換の場について
　　○　市民と行政の意見交換の場について事務局案を資料により説明。
　　○　意見交換の場に関する各委員の意見等。

　　　・　意見を聞いても行政が実施しないのでは意味がない。
　　　・　意見交換の場を実施する目的がわからない。

　　　・　行政は市民目線でどう物をつくるかのニーズつかみ、市民は自分たちのニーズをどう行政に伝えるか、が目的となる。

　　　・　一度にこれだけ多種の障害者を集める必要はあるのか。
　　　・　子連れの母親や老人なども必要ではないか。
　　　・　一回のみの意見交換は実施しない方が良い。不定期でも継続実施が重要。

　　　・　ファシリテーターが重要となる。企画書にも誰が担うのか記載すべき。
（結果）
　○　企画書を全体とテーマに分けて作成し、次回会議で議論する。

（３）　平成２６年度助成金事業について

　　○　平成２６年度助成金実施スケジュールについて事務局案のとおり承認。
　　○　助成金審査委員の人選を事務局が行うことを承認。

３　その他

　　○　平成２５年度助成金情報交換会を開催したことを報告。

　　○　平成２５年度助成金実績報告を単独開催とすることを報告。
　　○　次回会議日程は、別途事務局から調整をお願いする。

